９６年度　本試験　国語

【一】　
　次の文章を読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　eq \o(\s\do 2(５),\s\do-3(０)))

　芸能に登場する鬼は、女に対して特別な関心を寄せているものが多い。女を奪い、女をさいなみ、女にeq \o(\s\up 8(あこが),憧)れ、とかく女を媒介として、この人間の世とのeq \o(\s\up 8(かつ),)

eq \o(\s\up 8(とう),藤)に一段の花をそえているといえる。どうも、鬼と女というかかわりを考えてみると、この場合女は、鬼という怪異の世界と人間の世界とを結ぶ一つのやさしいかけ橋の役割を負っているように思われる。

　鬼には、巨大さや、怪力や、血なまぐさい惨虐のイメージが強いが、時にはそれ以上に花や、美女や、笛の音などが似合わしいと思われるのは、怪異としての鬼の内がわが、じつはたえず、こうしたeq \o(\s\up 8(じよ),抒)

eq \o(\s\up 8(じよう),情)的なやさしさや、人間的ななつかしさ、美しさなどにeq \o(\s\up 8(もろ),脆)い、憧れの情を抱いていることの証拠ではあるまいか。

　そして、表現としての鬼と女とは、最も遠い対極でありながら、内面的な働きという一つの円環の中では、思いがけぬ近さの背中合わせの距離になっていて、極から極への異質な遠さは、じつは一瞬の飛躍によってたちまち変質のとげられる表と裏の関係であったりするのだ。

　理屈っぽいいい方になってしまったが、私はそうした鬼と女のかかわりから、さらには女から鬼へのeq \o(\s\up 8(へん),変)

eq \o(\s\up 8(ぼう),貌)のドラマに関心をもつ。

　Ａ一匹の鬼がひっそりと女のeq \o(\s\up 10(かお),貌)をしてeq \o(\s\up 10(じん),人)

eq \o(\s\up 10(かん),間)にひそんでいることは、一方からみればeq \o(\s\up 10(かな),哀)しいことではあるが、一方からみれば、またたいへんeq \o(\s\up 10(おそ),怖)ろしいことであるにちがいない。たとえば『今昔物語』は、山深く住む猟師の兄弟の母が、いつのまにか鬼になっていて、子を食おうとしたという話を伝えている。母という最も安心できる、日常そのものの代表のような部分が、いつのまにか怖ろしいものに変質しているという、このこわさは、ことの異様さ以上に示唆的で、日常的な安心や油断の中に思いがけずしのびこんでいる敵意や、目に見えず変質しているものの危うさを感じさせる。鬼の存在がほんとうに怖ろしいのは、山や島などにeq \o(\s\up 8(よう),要)

eq \o(\s\up 8(さい),塞)をかまえている挑戦的な鬼よりも、こうした日常の中に溶けこんだ形で存在する敵意や(ア)ハイ信であろう。

　この猟師の母がなぜ鬼になっていたのかはわからないが、さまざまな推察とともにもう一つ思い出されるのは、奥州黒塚の鬼の話である。

　黒塚は福島県二本松にいまもそのeq \o(\s\up 8(きゆう),旧)

eq \o(\s\up 8(せき),蹟)を残している。ここeq \o(\s\up 8(あ),阿)

eq \o(\s\up 8(ぶ),武)

eq \o(\s\up 8(くま),隈)

eq \o(\s\up 8(がわ),川)一帯に広がって、eq \o(\s\up 8(あ),安)

eq \o(\s\up 8(だち),達)がeq \o(\s\up 8(はら),原)とよばれていた大原野は、かつてはどれほどeq \o(\s\up 8(こう),荒)

eq \o(\s\up 8(りよう),寥)としてさびしい所であったろう。この原野の一つ家に住む老女が、道のゆききの旅人を泊めては殺害し、物品を奪っていた、という。これだけでは鬼というより殺人強盗という方が当たっているが、土地の伝説はもう一つこれに人情劇的ドラマを加えている。

　それによれば、ここに流離して住みついた老女は、もと都のeq \o(\s\up 8(く),公)

eq \o(\s\up 8(げ),家)に仕えた女であったが、主家の幼君がことばを話せなかったため、これを何とか治したいと念じていた。ところが、この特(イ)コウ薬としては妊婦の腹にある胎児の生き肝しかないと知らされ、このeq \o(\s\up 8(さび),淋)しい人目のない安達が原で、不運な妊婦の通るのを待っていたというのである。

　何年かたったある日、都から親をたずねて下ってきた夫婦を泊めたが、老女はこの女が妊娠しているのをみて喜び、男をだまして外出させ、ついに女を殺害してしまう。その後女のもっていた守り袋からそれが成長したわが娘と知って、老女は狂気し鬼になり、人殺しをはじめるようになったというものだ。

　因果応報をまのあたり見せたような、芝居気のつよい創作的伝説だが、この劇のクライマックスはもう一つ用意されていて、その後eq \o(\s\up 8(な),那)

eq \o(\s\up 8(ち),智)の修験者東光坊がこの家に泊まり、eq \o(\s\up 8(し),屍)

eq \o(\s\up 8(しゆう),臭)漂うeq \o(\s\up 8(ねや),閨)の内の惨虐を発見したために、eq \o(\s\up 8(しゆう),羞)

eq \o(\s\up 8(ち),恥)憤怒の極、鬼の性をあらわし東光坊を殺そうと追いかけるという、鬼への変貌の場面がある。

　そして、われわれは、なぜかこの鬼伝説の中に盛りこまれた因果応報のすがたや罪深い女の心の動揺を見ること以上に、ひたすらこの鬼への変貌の果敢なeq \o(\s\up 8(せい),凄)

eq \o(\s\up 8(ぜつ),絶)さに酔おうとするのである。Ｂ鬼への変貌――いったい、そこに期待されているものは何なのであろう。

　われわれはたしかに、この老女の本性がはじめから鬼であったという解釈などは肯定しないだろう。老女はできるだけ平凡な、という以上に誠実な一女性であってほしいのだ。そして、そこから鬼への飛躍の中に、論理ではとうてい説明しがたい極限的な心情の混乱を、また、その生涯をこの一瞬にeq \o(\s\up 8(か),賭)け捨てるほかなかった追いつめられた心の解明を、鬼への変貌をとおしてeq \o(\s\up 8(うなず),肯)きたいと求めているのである、

　たとえばこの、黒塚の鬼女に象徴的に描き出されているような人生とは、いったいeq \o(\s\up 8(だれ),誰)のために、何を生きたといえるものであろうか。老女が知らないでわが子を殺してしまった手のあやまちに狂気し、人殺しを重ねてゆく日々は凄絶であり無惨だが、それを見られたことの怒りと羞恥に思わず鬼へと変貌するeq \o(\s\up 8(せつ),刹)

eq \o(\s\up 8(な),那)には、怖ろしいというよりはむしろ哀しく美しい要素がまじっている。そこにわれわれがみるものは、屈折に屈折を重ねたはて、無為にひとしい生を、殺意にまぎらわしつつ送っていた女の、激しい(注１)フラストレーションの爆発の姿である。

　このeq \o(\s\up 8(き),樹)登らば鬼女となるべし夕紅葉　　　　鷹女

　これは好きな(注２)eq \o(\s\up 8(みつ),三)

eq \o(\s\up 8(はし),橋)

eq \o(\s\up 8(たか),鷹)

eq \o(\s\up 8(じよ),女)の句である。この句から連想されるのは、さしずめ(注３)紅葉狩の鬼女などだが、絵画的な句のおもしろさのかげに、いくらでもひろげて考えられる情の世界は決して単一ではない。夕日にすきとおる紅葉の色に身も染まりつつしだいにeq \o(\s\up 8(あや),妖)しくeq \o(\s\up 8(たかぶ),昂)ってゆく心とは、なみなみの昨日今日の感情などではないだろう。

　たとえばまとわれているさまざまな肉親のきずなのため、よかれとのみ懸命に生きてきた無(ウ)シの人生のはてに、ふいに自覚された激しい自我が、表現を求めつつ昇華してゆく一瞬のおそれを不幸な女の精神史とともにみつめることもできるだろう。

　しかしまた、それでは現代において女の自我が、はたして充分にみたされているかというと、いささか(エ)タイ惰に、自在に、(オ)カク散しがちな現代の自我は、しだいにeq \o(\s\up 8(き),稀)

eq \o(\s\up 8(はく),薄)

eq \o(\s\up 8(か),化)さえしはじめているようで、時にあの、古い女が鬼となっても遂げようとした激しい昇華の一瞬は、それゆえにいっそう魅力的なのではないかと思わせられる。

(馬場あき子「おんなの鬼」による)

(注)
１　フラストレーション――欲求不満。

２　三橋鷹女――一八九九～一九七二。俳人。

３　紅葉狩――能などで演じられる、美女に化ける鬼の話。
問１　傍線部(ア)～(オ)は熟語の一部であるが、これにあたる漢字を含むものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は　１　～　５　。

(ア)　ハイ信　　１　
①　ハイ物を利用する。
②　色のハイ合がすばらしい。

③　祝ハイをあげる。
④　勝ハイは時の運だ。

⑤　歴史的なハイ景を探る。

(イ)　特コウ薬　　２　
①　敵をコウ撃する。
②　新聞をコウ読する。

③　ダイエットに成コウする
④　その件は時コウになっている。

⑤　コウ大な土地をもっている。

(ウ)　無シ　　３　
①　初シを貫く。
②　あの人が創シ者だ。

③　シ情を抜きにして尽くす。
④　彼はシ野が狭い。

⑤　世を風シする。

(エ)　タイ惰　　４　
①　タイ用年数を越える。
②　長い話にタイ屈する。

③　一週間タイ在する。
④　未明にタイ勢が判明する。

⑤　タイ慢なブレーだ。

(オ)　カク散　　５　
①　陰でカク策する。
②　運動場をカク張する。

③　味カクが発達している。
④　話がカク心に触れる。

⑤　彼には品カクがある。

問２　前の文章は、内容のまとまりによって大きく三つの段落に分けてとらえることができる。それぞれのまとまりの説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は　６　。

①　鬼女の導入的説明――鬼女の具体的事例――鬼女の将来的予測

②　物語に登場する鬼――伝説に登場する鬼――俳句に登場する鬼

③　対極・円環の鬼女ドラマ――因果応報の鬼女伝説――妖しく昂る鬼女俳句

④　『今昔物語』に登場する鬼女――奥州黒塚の鬼女――紅葉狩の鬼女

⑤　鬼と女のかかわり――女から鬼への変貌――近・現代の女の自我

問３　傍線部Ａ「一匹の鬼がひっそりと女の貌をして人間にひそんでいることは、一方からみれば哀しいことではあるが、一方からみれば、またたいへん怖ろしいことであるにちがいない。」とあるが、なぜ「たいへん怖ろしい」のか。その理由として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は　７　。

①　鬼は日常の世界とは異質な怪異の世界のものとして人間をさいなむものだから。

②　悲哀が深まれば深まるたけ惨虐なイメージが日常性を帯びることになるから。

③　自らのうちにひそむ鬼の性が日常の世界を変貌させてしまうから。

④　日常の世界が怪異の突然の出現によって脅かされることを示唆しているから。

⑤　日常的なものが思いがけないものに変容する危険性をはらんでいるから。

問４　傍線部Ｂ「鬼への変貌――いったい、そこに期待されているものは何なのであろう。」とあるが、「そこに期待されているもの」とは何か。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は　８　。

①　懸命に生きながら、それが無為であったことを知った哀れな女が、激しく混乱し、瞬間的に鬼へと変貌するすさまじさ。

②　これまで積み重ねてきた自分の人生を無にするものの出現に対し、激しく立ち向かう、哀しいまでの女の生き方。

③　忍従を重ねてきた女が、これまでの人生を意義あるものに転換しようとして、鬼へと変貌する屈折した心理の動き。

④　誠実に平凡に他者のために生きてきた女が、激しい自我に目覚め、新たな価値を求めて生きようとする果敢な姿。

⑤　これまでの無意味に流れた時間を悟った女が、運命を逆転させ、凄惨な鬼女に突如変貌するドラマチックな怪異性。

問５　筆者が、鷹女の句を引用しながら語ろうとしたことは、どういうことか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は　９　。

①　模索を重ねる現代の自我に対し、忍従のなかに生きながらも精神的に充足されていた古い女たちの生き方を語ろうとしている。

②　夕日に映える紅葉に、瞬間的に鬼へと変貌する女の美しさや恐ろしさを象徴させた句を掲げ、女の性の不可思議さを暗示している。

③　忍従のなかに生きてきた女の精神史を表すと解される句を示し、現代の希薄化し多様化した自我のありようと対比している。

④　激しく自我を昇華させようとする哀しい女の吐息を描いた句によって、現代の解放された自我の多様性の意味を語ろうとしている。

⑤　現代の女性の自我の強烈さを指摘し、紅葉と鬼に象徴される古風な女の、情念の純一な美しさと激しさとを強調している。

問６　次の①～⑧は本文の読後感を話し合ったものである。この中から本文の内容に合致しないものを二つ選べ。順序は問わない。解答番号は １０ ・ １１ 。

①　これまで鬼にはこわいというイメージしかなかったが、ドラマに出てくる鬼は決して非人間的なものばかりを宿しているわけではないんだよね。

②　そうね、鬼は女とのいろいろなかかわりを通して人間と交流していると思うわ。

③　そうした交流の中に、鬼の優しさや、懐かしさ美しさを見てとることができるような気がするよ、僕は。

④　ただ、そうした鬼への人間的な評価は、あくまでも因果応報のフィクションとしての鬼に対するもので、安定性のない、極めてもろいものと違うかな。

⑤　ドラマに登場する鬼は、女の優しさとは相いれないもののように考えられるけど、女が鬼に変貌するドラマにあるように、女と鬼の距離は、そう遠いものではないのよね。

⑥　ところで、僕らが鬼伝説に心を躍らせるのは、そのストーリー自体がおもしろいということだけではなく、なぜ鬼へ変貌しなければならなかったのかという、いってみれば屈折した女のすさまじい身上にこそ目を見張らせるものがあるからなんだよ。

⑦　その女のすさまじい身上というのは、鷹女の句に詠まれているような、長い間積み重ねられて、そこから発散する激しい感情なのね。

⑧　その感情は、現代に生きる多くの女性の自我の芽生えを促していると言えるよね。

【二】　

　次の文章は吉本ばなな『ＴＵＧＵＭＩ』の一節である。。病弱なつぐみは私(まりあ)のいとこ。熱があって寝ていたつぐみは、知り合ったばかりの恭一が私と連れ立って来たのを見かけ、物干台にかくれて雨にぬれた。本文はその後の場面である。これを読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　eq \o(\s\do 2(５),\s\do-3(０)))

 「君のお母さんは優しいんだな」

　恭一が言った。気を遣った彼は、もう帰ると言ったのだが、おばさんもつぐみも私も必死で引き止めて、お茶を飲んでいってもらうことになった。

 「君のことを全然、しからないもの」

 「娘を海より深く愛しているんだよ」

　つぐみは言った。Ａうそをつけ、と私は思った。おばさんの平静さはつぐみにわずらわされることに対する単なる慣れであった。まあやがてわかることだから、と思い、私は黙ってお茶を飲んでいた。それに、恭一がつぐみを見るeq \o(\s\up 8(ひとみ),瞳)がまるで死にかけた子猫を見るような同情にあふれるまなざしだったので、(ア)水をさしたくなかったのだ。………こう言っている私でさえつぐみの容態がすこし気がかりになるほどつぐみはつらそうだった。目の下にはくまができ、呼吸がはやく、唇が真っ青だった。eq \o(\s\up 8(ぬ),濡)れた細い髪がひたいにはりつき、瞳とほほがぴかぴか光って見えた。

 「じゃあ、おいとまするよ、またな。バカな遊びはやめて、大人しく寝て、早くなおしな」

　恭一は立ちあがった。

 「待ってくれ」つぐみは言った。そしてものすごく熱い手で私の腕をつかみ、

 「まりあ、あいつを止めるんだ」

　とかすれた声で叫んだ。

 「………って言ってるから、待って」

と私は恭一を見上げた。

 「なんだい」

　彼はeq \o(\s\up 8(まくら),枕)元に戻って来た。

 「何かひとつ話をしてくれ」つぐみは切実にそう告げた。「あたしは子供のeq \o(\s\up 8(ころ),頃)から新しいお話をひとつ聞かないと眠れないんだ」

　うそをつけ、と再び私は思った。でも、その「新しいお話」というフレーズはすてきだなと思った。eq \o(\s\up 8(かわい),可愛)らしいし、何か良い香りのする単語だった。

 「うーん、お話ね、そうだな、それじゃあ君が大人しく眠れるように、タオルの話をしてやろう」

　恭一が言った。

 「タオル？」と私は言い、つぐみもきょとんとした。

　恭一は続けた。

 「eq \o(\s\up 8(おれ),俺)は子供の頃、心臓が悪かったんだ。それで、体力がつく年まで手術待ちをしていたわけだ。もちろん今は手術後だよ、ぴんぴんしていてその頃のことはめったに思い出すこともないが、大変なことや、つらいことにぶちあたると、タオルのことを思い出すんだ。………昔、俺は本当に寝たきりの子供だった。手術しても良くなるとは限らないのに、それを待っていたんだ。あてのないものを待つのは、ふだんは良くても発作の時なんて、もう心からゆううつで不安になった。つらくて仕方がなかったよ」

　Ｂ雨音が消えてゆくように思えた。私たちは彼の(イ)唐突な話を集中して聞いていた。恭一は淡々としかしはっきりと語り、その声は静かな部屋に響いた。

 「発作の時は、いつも横になって何も考えないようにしていた。目を閉じると、いらないことを考えてしまうし、eq \o(\s\up 8(やみ),闇)がいやで、ずっと目を開いていた。そして、苦しさがすぎるのを待つんだ。クマに出会って死んだふりをするって、きっとああいう気持ちなんだろうな、実にいやな状態なんだ。俺の枕カバーは特製で、母親が嫁入りのとき祖母から贈られた外国製の良いタオルだった。母親はそれをずうっと大切に使ってきて、はしがほつれたんで枕カバーに縫いなおしてくれたんだ、濃いブルーに、色とりどりの外国の旗がずらりと並んでいるかっこいい柄でね。そのくっきりした色合いを、横になった角度からじっと、じっと見ていた、いつもそうやってやりすごしていた。………その頃は何とも思っていなかったんだが、後でさ、例えば手術の前や、手術後の後のつらい時、その他もろもろのいやな事にぶつかる度に頭の中にばーん、とあのタオルの柄が浮かぶんだ。そんなものはもうとっくにこの世にはないのに、まるっきり目の前にあるとしか思えないほどくっきり見えるんだ。、今にも手に取れそうなくらいにね。そして、妙に気持ちがしっかりしてくるんだ。俺は、これはＣひとつの信仰だなと思った。何だか面白いだろ、おわり。これでいい？」

 「なるほど………」

　と私は言った。彼の落ち着き、きちっと線を引いたような老成したふるまい、そしてその瞳は、彼がそういう子供時代を過ごしてきたから身についたものなのだろう、そのＤ出かたは全く正反対にしても、ひとりだけの道を歩いてきたところはつぐみも同じだった。それがいくら自然の産み出したやむをえないこととはいえ、つぐみのこわれた肉体に、つぐみの心が宿っているというのはひどく切ないことだった。つぐみにはeq \o(\s\up 8(だれ),誰)よりも深く、宇宙に届くほどの燃えるような強い魂があるのに、肉体は極端にそれを制限しているのだ。そのeq \o(\s\up 8(むな),空)しいエネルギーが、恭一の瞳の中にあるものをひと目で感じ取ったのだろう。

 「旗を見て、遠くの国のことを考えたりした？　死んでから行く所のことも？」

　つぐみが恭一を見てどきりとすることを言った。

 「うん、いつも考えてた」

　恭一は言った。

 「そして、今はどこにでも行けるeq \o(\s\up 8(やつ),奴)になれたんだね、いいなあ」

　つぐみは言った。

 「うん、君もなれよ。………いや、どこにでも行ければいいってもんじゃない。ここもいい所だよ。ビーチサンダルで、水着で歩けて、山も海もある。君の心は丈夫だし、君は(ウ)気骨があるから、ずっとここにいても、世界中を旅している奴よりたくさんのものを見ることができるよ。そういう気がするね」

　恭一は静かにそう言った。

 「だといいな」

　つぐみは笑った。瞳をきらきらさせて、ほてったほほのままで白い歯をにこっと見せた。白いふとんにつやめいたそのほほの赤がほんのりうつりそうだった。今日はとても涙もろくなっている私は、思わず下を向いて、まばたきをした。その時、つぐみが恭一をまっすぐ見て言った。

 「Ｅおまえを好きになった」

問１　傍線部(ア)～(ウ)の語句の意味として最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちかち、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は １２ ～ １４ 。

(ア)　水をさしたく　 １２ 
①　批判したく
②　冷やかしたく
③　涙を見せたく

④　ごまかしたく
⑤　邪魔したく

(イ)　唐突な　 １３ 
①　悲痛な
②　不意の
③　早口の
④　過去の
⑤　奇妙な
(ウ)　気　骨　 １４ 
①　不屈の気概
②　繊細な気質
③　乱暴な気性

④　進取の意気
⑤　果敢な勇気

問２　傍線部Ａ「うそをつけ」という思いは、「つぐみ」に対する「私」のどのような判断から生まれたのだろうか。その説明として、最も適当なものを次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は １５ 。

①　おばさんの習慣的な冷淡さを、それと分かるようなうそで表現したので、小気味良く思った。

②　おばさんの優しさを、珍しく皮肉に表現したことに、恭一への恋心を発見して驚いた。

③　おばさんの冷静さを、恭一の前では隠してしまうわがままに、あきれてしまった。

④　おばさんの愛情を、恭一の前でもそらぞらしく表現してしまうことを、不愉快に思った。

⑤　おばさんの単なる慣れを、おおげさな愛情の表現にすりかえたと考えて軽く反発した。

問３　傍線部Ｂ「雨音が消えてゆくように思えた。」は、この場面のどんな状況を表現しているか。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は １６ 。

①　唐突に始まった恭一の話は、思いがけなくも病気の話だった。その話に落胆してしまった私たちの心情を、消える雨音で表現している。

②　恭一は風変わりな話を始めたが、その話は、不安でつらい病気の話だった。幼時を回想する恭一の不安でつらい気持ちを、消える雨音で表現している。

③　唐突に始まった恭一の話だが、その話に私たちは引き付けられた。私たちが周りの世界から断ち切られて話の世界へ入ったことを、消える雨音で表現している。

④　恭一は思いがけない話を始めたが、彼はその話で私たちを感動させる自信があった。恭一のねらいどおりに話が展開したことを、消える雨音で表現している。

⑤　恭一の話は、私たちにとっては思いがけない病気の話だった。私たちがその話の展開にあぜんとしているさまを、消える雨音で表現している。

問４　傍線部Ｃ「ひとつの信仰」とあるが、恭一がそう言ったのはなぜか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は １７ 。

①　つらい時やいやな事にぶつかる度に、枕カバーの端のほつれにかかわる悲しい思い出が、恭一を切なくしたから。

②　亡くなった母親を思う気持ちが、その愛用のタオル地の枕カバーを代償に、異常なまでに恭一を引き付けたから。

③　母親ゆかりのタオル地の枕カバーが、恭一の老成したふるまいのもとになっていることに、恭一自身気付いたから。

④　発作の時、苦しさをやりすごす手段だったタオル地の特製の枕カバーが、今も恭一の気持ちを支えてくれるから。

⑤　母親ゆかりのタオル地の枕カバーは、今も手元にあり、恭一の気持ちをしっかりさせるのに妙に役立っているから。

問５　傍線部Ｄ「出かたは全く正反対」とあるが、何と何とが正反対というのか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は １８ 。

①　枕カバーへの恭一のこだわりと、ビーチサンダルをはき水着をつけて歩く夢へのつぐみのこだわり。

②　生きることに対する恭一の意欲的な強い姿勢と、病に冒されたつぐみの死を思う弱い姿勢。

③　落ち着いていかにも老成した恭一のふるまいと、大胆でわがままなつぐみの自己主張。

④　心身ともに安定してゆったりしている恭一の態度と、こわれた肉体に燃える心を包んだつぐみの態度。

⑤　一つの信仰を持って生きる恭一の生き方と、宇宙に届くほどの強い魂を持ったつぐみの生き方。

問６　傍線部Ｅ「おまえを好きになった」とあるが、この言い方にこもるつぐみの気持ちを端的に整理するとどうなるか。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は １９ 。

①　乱暴と自信
②　照れと率直
③　単純と悲哀

④　eq \o(\s\up 8(こび),媚)と喜び
⑤　決断と高慢

【三】　

　次の文章は『栄花物語』の一節である。藤原eq \o(\s\up 8(これ),伊)

eq \o(\s\up 8(ちか),周)・隆家兄弟は、藤原道長との政争に敗れて、伊周はeq \o(\s\up 8(はり),播)

eq \o(\s\up 8(ま),磨)に、隆家はeq \o(\s\up 8(たじ),但)

eq \o(\s\up 8(ま),馬)に配流されている。これを読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　eq \o(\s\do 2(５),\s\do-3(０)))

　はかなく秋にもなりぬれば、世の中いとどあはれに、eq \o(\s\up 8(をぎ),荻)吹く風の音も、遠きほどの御けはひのそよめきに、おぼしよそへられにけり。播磨よりも但馬よりも、日々に人参り通ふ。北の方の御心地いやまさりに重りにければ、ことごとなし。(注１)「eq \o(\s\up 8(そち),帥)殿今一度見奉りて死なむ死なむ」といふことを、寝てもさめてものたまへば、(注２)宮の御前もいみじう(ア)心苦しきことにおぼしめし、この(注３)御はらからの主たちも、Ａ「いかなるべきことにか」と思ひまはせど、なほ、いと恐ろし。北の方は(イ)せちに泣き恋ひａ奉りeq \o(\s\up 8(たま),給)ふ。見聞き奉る人々もやすからず思ひｂ聞こえたり。

　播磨にはかくと聞き給ひて、「いかにすべきことにかはあらむ。事の聞こえあらば、わが身こそはいよいよ不用のものになりはてて、都を見でやみなめ」など、よろづにおぼしつづけて、ただ、とにかくに御涙のみぞひまなきや。「さばれ、この身は、またはいかがはならむとする。Ｂこれにまさるやうは」とおぼしなりて、「親の限りにおはせむ見奉りたりとて、おほやけもいとど罪せさせ給ひ、神仏もにくませ給はば、なほ、Ｃさるべきなめりとこそは思はめ」とおぼしたちて、夜を昼にて上り給ふ。

　さて、(注４)宮の内には事の聞こえあるべければ、この西の京に西院といふ所に、いみじう忍びて夜中にＣおはしたれば、(注５)上も宮もいと忍びてそこにおはしましあひたり。この西院も、(注６)殿のおはしましし折、この北の方の、かやうの所をわざと尋ねかへりみさせ給ひしかば、Ｄその折の御心ばへどもに思ひてもらすまじき所を、おぼしよりたりけり。母北の方も、宮の御前も、御方々も、殿も見奉りかはさせ給ひて、また、いまさらの御対面の喜びの御涙も、いとおどろおどろしういみじ。上は、(ウ)かしこく御車に乗せ奉りて、おましながらかきおろしｄ奉りける。いと不覚になりにける御心地なりけれど、よろづ騒がしう泣く泣く聞こえｅ給ひて、「今は心安く死にもしeq \o(\s\up 8(はべ),侍)るべきかな」と、よろこび聞こえ給ふも、いかでかはおろかに。あはれに悲しとも世の常なりや。

(注)
１　帥殿――伊周のこと。

２　宮の御前――伊周の妹、中宮定子。

３　御はらからの主たち――北の方の兄弟。

４　宮の内――中宮定子の居所。

５　上――伊周の母、北の方のこと。

６　殿――伊周の父、故藤原道隆のこと。
問１　傍線部(ア)～(ウ)の解釈として最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ２０ ～ ２２ 。

(ア)　心苦しきこと　 ２０ 
①　不愉快なこと
②　みっともないこと
③　気分が悪いこと

④　わずらわしいこと
⑤　お気の毒なこと

(イ)　せちに　 ２１ 
①　せっかちに
②　おだやかに
③　ひたすらに

④　みだりに
⑤　おおげさに

(ウ)　かしこく　 ２２ 
①　おそれおおく
②　うまく
③　おそろしく

④　うつくしく
⑤　うれしく

問２　波線部ａ～ｅの敬語のうち、帥殿に対する敬意を表しているものが二つある。それはどれとどれの組合せか。次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は　２３　。

①　ａ「奉り」とｂ「聞こえ」
②　ａ「奉り」とｃ「おはし」
③　ｂ「聞こえ」とｄ「奉り」
④　ｃ「おはし」とｅ「給ひ」
⑤　ｄ「奉り」とｅ「給ひ」
問３　傍線部Ａ「『いかなるべきことにか』と思ひまはせど、なほ、いと恐ろし。」とあるが、その「いと恐ろし」の内容の説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２４ 。

①　北の方の望みをかなえて伊周を入京させたならば、困惑すべき事態を招くのではないかと恐れている。

②　北の方が死んだら道長と伊周の政争が再燃するのではないかと恐れている。

③　このまま北の方の訴えに耳を貸さないでいたら、その罪を負って地獄に落ちるのではないかと恐れている。

④　このままでは北の方の病気が重くなって死んでしまうに違いないと恐れている。

⑤　伊周との対面がかなうことによって、北の方の病状がかえって悪化するのではないかと恐れている。

問４　傍線部Ｂ「これにまさるやうは」、および傍線部Ｃ「さるべきなめりとこそは思はめ」にうかがわれる伊周の心情についての説明として最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。解答番号は ２５ 。

①　自分がどのように振る舞っても今の事態を好転させることはできないと考えるようになり、親と対面すれば状況がさらに困難になるのは避けられないであろうと覚悟した。

②　自分がどのように振る舞っても今の事態を好転させることはできないと考えるようになり、親との対面によって状況がさらに困難になるようであれば、それは運命とあきらめようと決意した。

③　自分がどうなろうとも今以上の苦境はあるまいと考えるようになり、親との対面が状況をさらに困難にするようなことはあり得ないと判断した。

④　自分がどうなろうとも今以上の苦境はあるまいと考えるようになり、親との対面によって状況がさらに困難になるようであれば、それは運命とあきらめようと決意した。

⑤　自分がどうなろうと母親の望みをかなえるのが一番よいと考えるようになり、親と対面すれば状況がさらに困難になるのは避けられないであろうと覚悟した。

⑥　自分がどうなろうと母親の望みをかなえるのが一番よいと考えるようになり、親との対面が状況をさらに困難にするようなことはあり得ないと判断した。

問５　傍線部Ｄ「その折の御心ばへどもに思ひて」の解釈として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２６ 。

①　西院の人々は、北の方が隠れ家として準備していたことに遠慮して、

②　西院の人々は、道隆と北の方が住んでいたことを懐かしんで、

③　西院の人々は、北の方が目をかけてくれたことに感謝して、

④　伊周は、北の方が隠れ家を準備してくれていたことに感じ入って、

⑤　伊周は、北の方が西院に目をかけていたことを思い出して、

問６　『栄花物語』の作者は、この場面における登場人物の心情や行動をどのように見ているか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２７ 。

①　伊周に再会したいと心から願う北の方の気持ちも、自らの立場を省みた上でなおかつ母親との対面を決意する伊周の行動も、実にあわれ深いことであると同情的に見ている。

②　伊周に再会したいという自らの願いにこだわり続け、それが息子をいっそう困難な状況に追い込んでしまうことに気づかぬ母親の愚かさを批判的に見ている。

③　苦境に立たされた息子を救うために母親が命を投げ出そうとするのは、世間によくあることではあるが、伊周のことをいちずに思う北の方の親心はやはり尊いものであると、深い感動をもって見ている。

④　勅命に背いての帰京が自らの身の破滅を招くであろうことを覚悟しつつも、あえて母親との対面に踏み切った伊周の行動を勇敢な行為として賞賛の目で見ている。

⑤　息子をいちずに思う母親の気持ちが孝心にeq \o(\s\up 8(あつ),篤)い伊周の心を苦しめ、結果的に伊周の政治的立場をいっそう困難なものにしてしまったことを、運命の皮肉として突き放した目で見ている。

【四】　

　次の文章を読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。(設問の都合で送り仮名を省いたところがある。)

(配点　eq \o(\s\do 2(５),\s\do-3(０)))
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問１　傍線部(１)「好」、(２)「易」と同じ意味で用いられているのはどれか。次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ２８ ・ ２９ 。

(１)　好　 ２８ 
①　愛　好
②　好　評
③好　況
④　好　調
⑤　良　好
(２)　易　 ２９ 
①　簡　易
②　交　易
③　容　易
④　難　易
⑤　平　易
問２　傍線部Ａ「理　無レ 不レ 死。」とはどういう意味か。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ３０ 。

①　真理は滅びるものではない。

②　真理も滅びないものではない。

③　道理として死ぬものはいない。

④　道理として死なないものはない。

⑤　道理なくして死ぬことはできない。

問３　傍線部Ｂ「生　非三 貴レ 之　所二 能　存一。」、Ｄ「速　亡　愈二 於　久　生一。」の読み方として最も適当なものはどれか。次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ３１ ・ ３２ 。

Ｂ　生　非三 貴レ 之　所二 能　存一。　 ３１ 
①　生はeq \o(\s\up 8(ゆ),之)くを貴び能を存する所に非ず。

②　生はeq \o(\s\up 8(こ),之)れを貴んで能く存する所に非ず。

③　生はeq \o(\s\up 8(こ),之)れ貴ばれて能を存する所に非ず。

④　生はeq \o(\s\up 8(ゆ),之)くを貴んで能く存する所に非ず。

⑤　生はeq \o(\s\up 8(こ),之)れ貴ばれて能く存する所に非ず。

Ｄ　速　亡　愈二 於　久　生一。　 ３２ 
①　速さeq \o(\s\up 8(のが),亡)れは久しき生をeq \o(\s\up 8(い),愈)やす。

②　速さeq \o(\s\up 8(ほろ),亡)びは久しき生にeq \o(\s\up 8(い),愈)やさる。

③　速やかにeq \o(\s\up 8(ほろ),亡)ぶるは久しく生くるにeq \o(\s\up 8(まさ),愈)る。

④　速やかにeq \o(\s\up 8(のが),亡)るるも久しく生くるはeq \o(\s\up 8(まさ),愈)る。

⑤　速やかにeq \o(\s\up 8(ほろ),亡)ぶるより久しく生くるはeq \o(\s\up 8(まさ),愈)る。

問４　傍線部Ｃ「久　生　奚　為。」と、楊子がここでいっているのはなぜか。最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ３３ 。

①　生きていく苦しみは耐えがたく、またそこには価値も見いだせないのだから、むしろはやく死んだほうが長生きするよりはましだ、と思っているから。

②　人のいのちは短くはかないものであり、それは昔も今も変わらないことなのだから、長生きしようとあくせくするのは愚かな努力にすぎない、と思っているから。

③　真理は過ぎてゆく時間の上にしか含まれておらず、時がうつろえばすぐにeq \o(\s\up 8(とら),捉)えがたいものとなってしまうので、これ以上生きながらえてもむだだ、と思っているから。

④　人の営みはいつの時代も変化はなく、それをひとたび経験した者には百年の寿命でさえ長過ぎるのに、ましていつまでも生きていく苦しみは耐えがたいものだ、と思っているから。

⑤　長生きしたとしても人々の営みのすべてを追体験できるわけではなく、しかも新しい体験もそこでは見いだされないので、長寿のための努力はむなしいことだ、と思っているから。

問５　傍線部Ｅ「得レ 所レ 志　矣。」、Ｆ「以　放二 於　尽一。」とはそれぞれどういうことをいっているのか。文中の別の語句(波線部)で答えるとすればどれがふさわしいか。最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ３４ ・ ３５ 。

Ｅ　得レ 所レ 志　矣。　 ３４ 
①　愛レ 身
②　不レ 死
③　速　亡
④　久　生
⑤　遅　速

Ｆ　以　放二 於　尽一。　 ３５ 
①　安　危
②　苦　楽
③　治　乱
④　更
⑤　死

問６　本文からうかがえる楊子の主張として、最も適当なものはどれか。次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ３６ 。

①　人はこの世の苦しみをいつまでも経験するぐらいなら、むしろ早死にするほうがよいのであり、延命のためのてだてを捨てて、長生きに執着すべきではない。

②　人は生きる苦しみにたじろがず死をも恐れず、禁欲的に自らを律しながら、与えられた生を素直に受け入れて、その結果として穏やかな死を迎えるのがよい。

③　人はこの世に生まれたからには、身を大切にいたわり命を十分にいとおしんで、不老長寿を求めるのがよいのであり、早死にを願うなどもってのほかである。

④　人は生の苦しみに打ち勝ち、古今東西のさまざまな体験をわがものとして、日々の生活を充実したものとすべきであって、幸せの到来の速い遅いは問題とすべきではない。

⑤　人はこの世に生まれたからには、自らに忠実に行動して、余計なはからいを捨て生や死をありのままに受け入れるのがよく、そこでは早死にや長生きなどは問題にならない。

【解答一】　
問１　(１)⑤　(２)④　(３)③　(４)⑤　(５)②

問２　⑤
問３　⑤
問４　①
問５　③
問６　( eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(０)))( eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(１)))　④―⑧

【解答二】　
問１　( eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(２)))⑤　( eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(３)))②　( eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(４)))①

問２　⑤
問３　③
問４　④
問５　③
問６　②

【解答三】　
問１　( eq \o(\s\do 2(２),\s\do-3(０)))⑤　( eq \o(\s\do 2(２),\s\do-3(１)))③　( eq \o(\s\do 2(２),\s\do-3(２)))②

問２　②
問３　①
問４　④
問５　③
問６　①
【解答四】　
問１　( eq \o(\s\do 2(２),\s\do-3(８)))①　( eq \o(\s\do 2(２),\s\do-3(９)))②
問２　④
問３　( eq \o(\s\do 2(３),\s\do-3(１)))②　( eq \o(\s\do 2(３),\s\do-3(２)))③
問４　④
問５　( eq \o(\s\do 2(３),\s\do-3(４)))③　( eq \o(\s\do 2(３),\s\do-3(５)))⑤
問６　⑤

【解答】　

(eq \o(\s\do 5(２),\s\do 0(０),\s\do-5(０))点満点)
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注

)

　　　１　表示した正解以外の解答についても点を与えることがある。

　　　２　−

(

ハイフン

)

でつながれた正解は，順序を問わない。


【解答用紙】　

(eq \o(\s\do 5(２),\s\do 0(０),\s\do-5(０))点満点)
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